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鹿屋市の農業概要
鹿屋市の農業は、農業産出額ベース(R5)で、鹿児島県内順位２位、全国順位12位となっています。
また、鹿屋市の農業において、耕種農業の割合は25％、畜産農業の割合は75％となっており、農業産出額でみた鹿屋
市の農業の中心は「畜産農業」となっています。
「畜産農業」の農業産出額に焦点を当てると、鹿児島県内順位は１位、全国順位は３位となっています。

耕種 畜産 加工農産物

鹿屋市の農業算出額(４，６９５，０００万円)の内訳

出典：農林水産省 R5市町村別農業産出額（推計）
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鹿屋市の耕種農業
鹿屋市の耕種(農作物)農業は、農業産出額ベース(R5)で、鹿児島県内順位３位、全国順位112位となっています。
また、鹿屋市の耕種農業において、農業産出額の割合が高く、強みとなっているのは「野菜」となっており、鹿屋市の農
業産出額の42％を占めています。
続いて「花き」24％、「いも類」22％となっています。

鹿屋市の耕種農業に関連する農業算出額(１，１７５，０００万円)の内訳

出典：農林水産省
R5市町村別農業産出額（推計）

米 麦類 穀物

豆類 いも類 野菜

果物 花き 工芸農作物

その他の農作物
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2008年

鹿屋市の有機農業の取組みに至る背景

2006年、
2007年

2021年

2021年

【国】有機農業の推進に関する法律
有機農業の推進に関する基本的な方針

【国】みどりの食料システム戦略

【県】鹿児島県有機農業推進計画

【市】第２次かのや農業・農村戦略ビジョン

推進方針に基づき、有機農業の拡大に向けた取組の実施

※生産・流通・消費の各側面から有機農業の推進に関する施策を総合的に講じ、有機農業の発展
に向けた取組を推進

2015年 【市】第１次かのや農業・農村戦略ビジョン

【市】鹿屋市有機農業推進方針2025年

2023年

【県】 鹿児島県有機農業推進計画の改定

【県】かごしま食と農の県民条例（環境への負荷低減に関する施策を新設）2024年

※2050年までに化学農薬使用量の50％低減、化学肥料使用量の30％低減、耕地面積に占める有機

農業の取組面積の割合を25％（100万ha）に拡大することを目標

温暖化の進行による大規模自然災害や地球温暖化の深刻化



鹿屋市の有機農業の現状と課題

（１）環境保全型農業の取組
「第２次かのや農業・農村戦略ビジョン（2023年３月策定）」に基づく取組を推進

（国の「みどりの食料システム戦略」やSDGsを踏まえた環境保全型農業の推進）

→ ヒートポンプ、環境制御装置を活用した取組（化石燃料の使用量低減）

    土壌分析による適正施肥、堆肥入り肥料の活用      

国等の補助事業を活用して有機面積拡大に向けた取組
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鹿屋市の有機農業の現状と課題

（２）現状
有機農業の面積推移（鹿屋市調べ）

（参考）

日本国内における有機面積の占める割合 約0.43％（Ｒ４時点）

鹿児島県内における有機面積の占める割合 約0.98％（Ｒ４時点）

⚫ 主な品目としては、茶＞露地複合野菜（玉ねぎ、ごぼう、キャベツ、ブロッコリー、生姜）＞

さつまいもなどがある。

取組状況 Ｒ４（当初） Ｒ７（現状） Ｒ14（目標）

生産者数（件） 11 19 －

取組面積（ｈａ） 46 87 156

耕地面積に占める有
機面積の割合（％）

0.5 0.9 -
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鹿屋市の有機農業の現状と課題

（３）課題
⚫ 生産コストの大幅な増加

慣行栽培と比べて、病害虫・雑草対策に要する労働時間や生産コストが大幅に増加

⚫ 消費者や実需者の理解が不十分

有機農業や有機JAS認証、慣行栽培との違いなど消費者や実需者の理解が十分とは

いえない状況

⚫ 再生可能な販売価格では取引が難しい状況

⚫ 販路が限定的

有機農産物を取り扱っている専門店や一部量販店において有機農産物コーナー等はあるものの、

販路が限定的
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鹿屋市有機農業推進協議会について

（１）設置目的

「第２次かのや農業・農村戦略ビジョン」に基づき、本市の農業特性を踏まえながら、有機農業の生産拡大等

に向けた基本的な方向性を検討し、課題解決等に向けた鹿屋市有機農業推進方針を作成し、有機農業の推

進に努める。

（２）具体的な活動
①鹿屋市有機農業推進方針の作成

②有機農業の振興に関する協議・検討

③有機農業の推進に向けた関係機関・団体等との連携
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鹿屋市有機農業推進協議会について

（３）鹿屋市有機農業推進方針の策定

日程 内容 備考

令和６年６月 第１回協議会
生産振興上の課題や方針の方向性につい
て意見交換を実施

同年10月 第２回協議会 第１回の検討内容を踏まえ、方針(案)を協議

同年12月 第３回協議会 推進方針(案)の内容をブラッシュアップ

令和７年３月 第４回協議会、推進方針の策定 推進方針の内容をブラッシュアップ
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取　　組　　内　　容 取　　組　　内　　　容

（１）
有機ＪＡ
Ｓ認証の
普及

　・実需者ニーズへの対応や消費者が明確に有機農産物を認識
　　し購入するための有機ＪＡＳ認証の普及・啓発
　
  ・農産物や加工品における有機ＪＡＳ認証の取得促進

（２）
市内外の
流通業
者・販売
業者等と
の連携

　・有機農産物等の卸売業者やスーパー・直売所、飲食店等と
　　連携し、有機農産物等の消費拡大や販路開拓を推進

（３）
インター
ネット販
売等の活
用推進

　・インターネット販売やふるさと納税制度の活用による有機
　　農産物等の消費拡大や販路開拓、販売機会の多様化を推進

（２）
農業者へ
の普及・
啓発に関
する事項

①　市ホームページやＳＮＳなどの広報媒体やセミナー等を通
　じた有機農業の取組事例等の紹介
②　有機農業の栽培マニュアル等の紹介
③　有機農業に関する補助事業等の紹介
④　農薬取締法等に基づく農薬の適正使用や飛散防止対策の周知

（５）
その他

　・有機農産物等の市内学校給食や医療福祉施設等での利用促
　　進
　
　・有機農産物等の需要に関する情報収集や農業者等への提供

　　※下線は本市の特徴的な取組

鹿屋市有機農業推進方針（概要版）

（３）
推進品目
に関する
事項

　・本市は、台風や桜島降灰の被害を受けやすいことから、
　　さつまいも、ごぼう等の根菜類や、ピーマン、花き等の施
　　設栽培、茶、水稲、飼料作物　など多様な作物が栽培
　
　・有機農業においても、本地域の気象条件等に適した品目を
　　中心に生産

　・推進品目については、研究機関等の情報や需要動向等を注
　　視し、関係機関・団体と連携し柔軟に対応

（４）
消費者へ
の理解促
進

①　有機農業に関するイベントの開催や市農業まつり等におけ
　る情報発信
②　市ホームページやＳＮＳ、セミナー等を通じた有機農業の
　取組事例等の紹介
③　市民ふれあい農園や学校教育現場等における有機農業に関
　する学習機会の創出

１
　
有
機
農
業
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
取
組

項目 項目

２
　
有
機
農
産
物
等
の
消
費
拡
大
・
販
路
開
拓
に
向
け
た
取
組

（１）
栽培技術
等に関す
る事項

①　土壌分析による環境に配慮した土づくりの推進
　・良質堆肥や緑肥等を活用した土づくりの推進
　・土壌分析による有機質肥料の適正使用の推進

②　有機農業の栽培マニュアル等を活用した推進
　・県の有機ＪＡＳ指導員など関係機関・団体と連携した栽培
　　技術指導
　
③　補助事業等を活用した省力化機械等の導入支援
　・リモコン草刈機、自動操舵システムなどスマート農業機械
　　等の導入支援

④　労働力の確保支援
　・マッチングアプリ等による人材確保や農福連携の活用支援

⑤　農地の確保等
　・地域計画等を踏まえた農地の集積・集約化の促進
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鹿屋市独自の取組み

（１）有機農業セミナーの開催（R6）

⚫日時：令和６年11月15日（金）

⚫場所：鹿屋市農業研修センター２階 大会議室

⚫出席者：42名（うち19名が生産者）

⚫内容：

・有機農産物の販売状況について（イオン九州株式会社）

・有機栽培の取組事例等について（かごしま有機生産組合）

・有機ＪＡＳ認証制度等について（特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会）

⚫参加者からの意見

・有機農産物の栽培には土づくりが大切だと分かった。

・消費者への理解を深める活動も大事だと分かった。

・生産者の大変さが分かった。 など
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鹿屋市独自の取組み

（１）有機農業セミナーの開催（R7）
⚫日時：令和７年12月17日（水）

⚫場所：JA鹿児島きもつき どっ菜市場 会議室

⚫出席者：26名

⚫内容：

・有機ＪＡＳ認証制度等について（特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会）

・有機農産物の栽培方法について（一般社団法人 次代の農と食をつくる会）

⚫参加者からの意見

・肥料や緑肥の使い方について参考になった。

・最初から有機JAS認証の取得は難しいと感じた。

・有機農業で収益と経費のバランスをとるのが大切だ。 など
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鹿屋市独自の取組み

（２）鹿屋市農業まつりでの有機農産物販売及びＰＲ

⚫有機農業をめぐる情勢(農林水産省)や取組の事例紹介、パネル等の展示

⚫かごしま有機生産組合や生産者による有機農産物販売を実施
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鹿屋市独自の取組み

（３）学校給食への有機農産物供給

これまでの経緯

⚫鹿屋市立の給食センターは、1日に使用する食材の使用量が多いため、量の
確保や規格、価格面等から、導入には大きな課題がある。

⚫鹿屋市有機農業推進協議会の中で、委員から有機農産物の学校教育への
積極的な活用について意見があった。

⚫市内で生産される有機農産物を学校給食で使用することは、食育や地産地
消につながることから、少量からの導入を試行的に実施した。
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鹿屋市独自の取組み

（４）学校給食への有機食材の試験的供給

⚫市内有機JAS認証取得者が生産した野菜

⚫提供日

品目 小松菜、じゃがいも、キャベツ、ブロッコリー

使用日 担当給食センター 対象校

令和７年６月24日～
令和８年２月27日まで
計35回

北部学校給食センター

小学校 寿、寿北、細山田

中学校 細山田

小学校 笠野原、高隈、大黒、輝北

中学校 鹿屋東、高隈、輝北

16



▲令和７年７月２日付南日本新聞

▲令和７年６月29日付南九州新聞
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今後の取組み

⚫国、市等の補助事業を活用し、有機農業の拡大

⚫有機農業セミナーの開催

⚫有機栽培の展示ほ設置

⚫学校給食への有機食材の試験的供給

⚫市農業まつり等のイベントにおける有機農産物販売ＰＲ
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